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第３回WGの論点

第
３
回

３．産業教育全体に関する課題

⚫ 産業界等との連携など、職業に関する各教科における専門的かつ実践的な学習の充実のため、探究的・実践的
な学びの積み重ねや深まりを意識できる構造の改善のあり方。

第２回の目標に関する議論を踏まえ、各教科の構造を明らかにし、探究的・実践的な学びの積み重ねや
深まりの観点から再構築できないか。

課題研究

●●科

入学年次

卒業年次

選択履修科目

基礎科目

①探究的・実践的な学びの積み重ねを意識した課題研究の
今後の在り方

議題（１）：課題研究の在り方

議題（２）：各教科の構造的な整理

①探究的・実践的な学びの積み重ねや深まりを踏まえた教
科・科目の構造的な整理

議題（３）：専門高校における教育課程の編成の在り方

①共通教科も含めたカリキュラム・マネジメントによる探究的・
実践的な学びの積み重ねの在り方

専門教科

共通教科
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議題（１）

課題研究の在り方

2



課題の設定

整理・分析
3

「課題研究」における探究的な学びの実践

前 提

専門高校においては、従来より「課題研究」等において、探究的・実践的な学びが行われてきた。

情報の収集

まとめ・表現

（設定例）
【体験活動や既習事項から課題を設定】
・ フードロスをなくしたい
・ ぶどうの着色不良の原因は何か

【学校が所在する地域の問題から課題を設定】
・ 町の産業の更なる活性化を図りたい
・ 県内漁業を活性化したい

【観察・実験】
・ ICT機器等を用いた様々なデータの収集
・ 条件を変えて変化を観察・記録

（活動例）

【計画の立案】
・ 情報や実験結果を整理し、課題の解決に向け
た計画を立案

・ 大学や研究機関等との共同研究により新たな
技術開発

【関連する講座の受講】

（活動例）（活動例）

【製作、ものづくり】
・ フードロスレシピの開発
・ 着色不良のぶどうを活かした商品開発

【イベントの企画・参加等】
・ 地域のイベントへの参加
・ 観光ツアープランの作成
・ クラウドファンディングによる計画実行

【調査】
・ インターネットや書籍等で産業の歴史や特徴の
情報収集

・ 関係者へのアンケートの実施・集計
【身の周りの出来事から課題を設定】
・ 学食、売店の売り上げを高め撤退から救う

・ AIアプリケーションのシステム構造図の作成

・ 調べた情報を分析し、解決手段を選択



議題（１）課題研究の在り方

①探究的・実践的な学びの積み重ねを意識した課題研究の今後の在り方

⚫ 「課題研究」は、総合的な探究（学習）の時間（平成10年告示～）よりも早く、平成元年告示において専門学科における探究的な科目
として設置された。

⚫ 平成１０年告示において設置された「総合的な学習の時間」が、その取組の深まりと同時に内容の充実を図ってきた一方で、「課題研究」につ
いては、約30年が経過した現行学習指導要領においてもその規定内容に大きな変化がない状況。

⚫ 各学校の創意工夫により、探究的な学びが進められている一方で、「まとめ・表現」については、計画の実装や実行に重点が置かれ、「課題
の設定」等の他のプロセスが曖昧となっている事例も見受けられる。変化の激しい社会において、前例にとらわれず市場環境や業態変化に柔
軟に応えていく産業人材の育成に当たっては、「課題の設定」こそ重要。

⚫ こうした観点から、今後、「課題研究」における探究的・実践的な指導をさらに深めていくためには、更なる改善が不可欠となっている。

（１）の方向性①

◼ 次期改訂に向けては、文部科学省が実施してきたマイスター・ハイスクールの事業成果等を踏まえ、産業界等のステークホルダーと連携
を図ることも含め、「課題研究」の抜本的な見直しを図る必要がある。

◼ その際、現在のように〔指導項目〕を示すことはせず、探究課題の設定や指導内容は各学校の特色や実態等に委ねることとし、各教科等横
断的な学びや探究的な学習を通して身に付けるべき資質・能力や、産業教育における探究的な学習を行う際の配慮事項を中心とした内
容としてはどうか。

⚫ 「課題研究」は設置時より、学習指導要領解説において、科目の特性から「高学年」、「卒業年次」において履修させることが望ましいとされてき
たが、このことが卒業年次のみに履修するとの解釈に繋がり、探究的・実践的な学びの積み重ねを阻害する要因となっていると考えられる。

◼ 小学校から「総合的な学習の時間」において探究的な学びを深めてきており、探究的な学びの連続
性、積み重ねという視点から、総合的な探究の時間との関連や、特例として総合的な探究の時間を
代替することも可能となることも踏まえ、学習指導要領解説における「課題研究」の履修学年の規
定を削除し、学校の実態等に応じて柔軟に教育課程を編成できるようにしてはどうか。

（１）の方向性②
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◼ その際、探究的な学びは与えられた課題を探究するのではなく、自己の在り方生き方に関わる課題
を自ら発見し、解決していくことが重要であることに鑑み、例えば、課題研究の導入段階で実社会・
実生活に関わる課題を探究する活動を取り入れることとしてはどうか。

より専門性の高い課題の探究

実社会・実生活における課題の探究
（自己の在り方・生き方に結び付ける）



マイスターハイスクール事業の取組事例①
補足資料１－１

5出典：マイスター・ハイスクールの取組事例 地域産業界とともに変革する専門高校へ～産学協働による人材育成に向けて～（令和５年度 文部科学省）



マイスターハイスクール事業の取組事例②
補足資料１－２

6出典：マイスター・ハイスクールの取組事例 地域産業界とともに変革する専門高校へ～産学協働による人材育成に向けて～（令和５年度 文部科学省）



●「課題研究」の記載（農業科の例）

（平成元年告示）

１ 目標
農業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的

  な知識と技術の深化、統合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創
  造的な学習態度を育てる。

２ 内容
（1）調査、研究、実験
（2）作品製作
（3）産業現場等における実習
（4）職業資格の取得

＜内容の取扱い＞
２－（2）
「課題研究」については、生徒の興味・関心、進路希望など応じて、内容の
（１）から（４）までのうちから個人又はグループで適切な課題を設定させる
こと。
 

１ 目標
農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通
して、社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり

   育成することを目指す。
（1）農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付

        けられた技術を身に付けるようにする。
（2）農業に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として解決

       策を探究し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。
（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に

       主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

２ 内容
   〔指導項目〕
（1）調査、研究、実験
（2）作品製作等
（3）産業現場等における実習
（4）職業資格の取得
（5）学校農業クラブ活動

３ 内容の取扱い
（1）内容を取り扱う際には、次の事項に配慮するものとする。
ア 生徒の興味・関心、進路希望等に応じて、〔指導項目〕の（1）から（5）

        までの中から、個人又はグループで農業に関する適切な課題を設定し、主体
        的かつ協働的に取り組む学習活動を通して、専門的な知識、技術などの深
        化・統合化を図り、農業に関する課題の解決に取り組むことができるようにする
        こと。なお、課題については、（1）から（5）までの２項目以上にまたがるも
        のを設定することができること。

イ 課題研究の成果について発表する機会を設けるようにすること。

（平成30年告示）

（高等学校学習指導要領解説農業編）
原則として農業に関する各学科において履修させるものとする。履修

 の学年については、この科目が、各学科の専門教育を基礎として、生
 徒の設定する課題を中心に学習する科目であることから、高学年
 で履修させることが望ましい。

（高等学校学習指導要領解説農業編）
科目の性格やねらいなどからみて、「農業と環境」は入学年次で、「課題研究」は

卒業年次で履修させることが望ましい。

学習形態

補足資料２

7

○幼稚園、小学校、中学校及び高等学校の教育課程の基準の改善について（答申）（抄）（昭和六十二年十二月二十四日教育課程審議会）
高等学校における各教科・科目の編成等
イ 職業に関する各教科・科目
技術革新の進展や経済社会の変化等に対応する観点から情報に関する科目を各教科に取り入れるなど科目の構成を見直すとともに、問題解決のための継続

      的な学習が一層推進されるよう、各教科に新しい科目として「課題研究」を設けるようにする。

●教育課程審議会答申（昭和62年12月24日）



議題（２）

各教科の構造的な整理
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産業共通
9方向性

◼ 課題研究における探究的・実践的な学びの一層の充実の方向性も踏まえ、教科全体として学びの深まり（何ができるようになるか）を意
識した教育課程の編成が可能となるよう、各領域・分野における学びの体系（科目のタテ・ヨコのつながり）を整理するとともに、今後の「高
次の資質・能力」の整理も踏まえ、各科目の整理（学ぶ内容の統合や精選、移管など）を行う方向で検討してはどうか。

◼ 各教科の特色を踏まえ、学習内容と社会とを結びつける内容、特に、経営管理やビジネスなどに関する内容の充実、データサイエンスやAIな
ど各産業におけるDX化に対応した内容の充実を図ることとしてはどうか。
※国家資格の取得に向けた養成施設としての性格を持ち合わせた高校（海技士や調理師、看護師、介護福祉士など）の指導内容等については関連す
る指定規則等に配慮する必要。

現行

原則履修科目【基礎的な科目】

改善案

9

入学年次に履修

選択履修科目（その他専門科目）

原則履修科目【課題研究等】

卒業年次に履修

・・・

原則履修科目【基礎的な科目】

入学年次に履修

選択履修科目（その他専門科目）

探究的・実践的な学びの積み重ね

・・・

領域・分野 領域・分野 領域・分野

原則履修科目【課題研究等】

領域・分野 領域・分野 領域・分野

学
習
の
深
ま
り
・積
み
重
ね

学
習
の
深
ま
り
・積
み
重
ね

学
習
の
深
ま
り
・積
み
重
ね

領域・分野の整理、学びの関連性・可視化



農業科
10（２）の方向性＜農業＞

◼ 教科の各領域や、領域ごとの学びの体系性等を踏まえるとともに、今後の「高次の資質・能力」の整理も踏まえ、各科目の整理（学ぶ内
容の統合や精選、移管など）を行う方向で検討してはどうか。

◼ 原則履修科目「農業と環境」について、探究的な学びの一層の充実を図る観点から改善を図ってはどうか。
◼ 経営的な視点からの学びの充実を図ることができるよう、経営を学ぶ科目である「農業経営」及び「食品流通」について科目の整理、充実
を図る方向で検討してはどうか。

◼ スマート農業の推進に向けて、「農業と情報」を中心とした関連する科目においてその充実を図ってはどうか。

現行

課題研究 総合実習

分野共通の科目（総合的な科目）

作物・野菜・果樹・草花・畜
産・栽培と環境・飼育と環
境・農業経営・農業機械・植
物バイオテクノロジー

農業生産や農業経営

食品製造や食品流通

分野共通の科目（基礎的な科目）

食品製造・食品化学・
食品微生物・食品流通

分野ごとの並列配置により、科目間の繋がりや
学習の深化が見えにくい

森林科学・森林経営・林産
物利用・農業土木設計・農
業土木施工・水循環・造園
計画・造園施工管理・造園
植栽・測量

国土保全や環境創造

資源活用や地域振興

生物活用・地域資源活用

農業と環境 農業と情報

改善案
基礎から応用への学びの積み重ねと横断分野を整理し、
科目の内容精選や統合を検討する

次ページ
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改善案 基礎から応用への学びの積み重ねと横断分野を整理し、科目の内容精選や統合を検討する

総
合
実
習

課
題
研
究
（
継
続
的
な
探
究
活
動
）

（
農
業
と
情
報
）

農業と環境（プロジェクト学習の内容を充実） 農業と情報（スマート農業・AI・データサイエンスの内容を充実）

農業科

分野共通の科目（基礎的な科目）

分
野
共
通
の
科
目
（
総
合
的
な
科
目
）

専門領域別分野

学
び
の
深
ま
り
・積
み
重
ね

農業生産・経営 食品製造・流通
国土保全・環境創造

林業系 造園系 農業土木系

分 析 ・ 科 学

経 営 ・ 活 用

◎経営の支援から内容を充実、整理

農業経営 食品流通

資
源
活
用
・
地
域
振
興

生
物
活
用

地
域
資
源
活
用

飼育と環境

栽培と環境

植物バイオテクノロジー

農業機械

草花

野菜

果樹

作物

畜産

食品化学

食品微生物

食品製造

森林経営

森林科学

林産物利用

計 画 ・ 設 計

測量

施 工 ・ 管 理

造園計画
農業土木設計

造園施工管理

造園植栽

水循環

農業土木施工

11

測量

測量

生 産 ・ 実 践 基 礎



改善案現行

・課題研究（原則履修科目）

発展・統合的分野

基盤的分野

• 工業技術基礎
（原則履修科目）

学年別の科目配置により、低学年次の体系的な学習が実現
しにくい

科目相互の関連性を強化し、体系的・系統的な学習を実
現する

• 工業の各分野に共通する〔指導項目〕
で構成された科目

【建築系科目】の例

総
合
的
分
野

実
習

製
図

計画・設計体系
（どのように計画するか）

構造設計分野

建築構造設計

施工分野

建築施工

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

基盤的分野

• 工業技術基礎
（原則履修科目）

• 工業の各分野に共通する〔指導項目〕
で構成された科目

・課題研究（原則履修科目）

発展・統合的分野

法規分野

建築法規

建築構造

構造分野

計画分野

建築計画

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

構造・施工体系
（どのように造るか）

法規体系
（守るべきルールは何か）

総
合
的
分
野

実
習

製
図

工業科
12（２）の方向性＜工業＞

◼ 工業科は、機械科、電気科、電子科、建築科、土木科、デザイン科など、小学科が多岐にわたり、それゆえ教科「工業」の科目は現在59科
目と、他教科に比べてひときわ多いことから、体系的な学びの実現という観点から改善を図る方向で検討してはどうか。

◼ その際、各科目の内容を体系的に再整理し、その構造に基づいて大ぐくり化する方向で科目の統合を検討してはどうか。

12

（
建
築
法
規
）

（
建
築
施
工
）

（
建
築
構
造
）

（
建
築
構
造
設
計
）

（
建
築
計
画
）



商業科
13（２）の方向性＜商業＞

◼ 専門的領域別分野を整理し基礎的分野、総合的分野との系統立った科目構造を明確化するとともに、探究的・実践的な学びの積み重ね
や深まり、学びの関連性などの観点から、分野や科目の再構築を検討してはどうか。

◼ 従来の４分野を、マーケティングとマネジメントの一体的な習得の必要性の観点から統合し、それぞれの科目の内容の充実を図るとともに、
「会計分野」、「ビジネス情報分野」については、科目の内容の系統性やファイナンススキルの向上やデジタルスキルの向上の観点から科目
の見直しを行ってはどうか。

ビジネス基礎 ビジネス・コミュニケーション基礎的科目

課題研究 総合実践総合的科目

マーケティング
分野

マネジメント
分野

会計分野
ビジネス情報

分野

観光ビジネス

商品開発と
流通

マーケティング

ビジネス法規

グローバル
経済

ビジネス・
マネジメント

管理会計

原価計算

財務会計Ⅱ

財務会計Ⅰ

簿記

ネットワーク
管理

ネットワーク
活用

プログラミング

ソフトウェア
活用

情報処理

次ページ

現行 改善案

13



専門的領域別分野

学
び
の
深
ま
り
・積
み
重
ね
（タ
テ
の
関
係
）

分野・領域の整理、学びの関連性・可視化（ヨコの関係）

簿記

財務
会計
Ⅱ

財務
会計
Ⅰ

原
価
計
算

管
理
会
計

情報処理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
活
用

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

総合的分野

基礎的分野

会計分野
（財務データの活用）

ビジネス情報分野
（デジタルデータの活用）

・デジタルスキルの向上
・デジタル人材育成の充実
・科目内容の整理統合、再構成

・ファイナンススキルの向上
・職業会計人育成の充実
・科目内容の整理統合、再構成

経営・経済分野
（ビジネスの展開）

マーケティング

商
品
開
発
と
流
通

観
光
ビ
ジ
ネ
ス

ビジネス・マネジメント

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

ビ
ジ
ネ
ス
法
規

・ビジネススキルの向上、経営感覚の醸成
・アントレプレナー育成の充実
・マーケティング、マネジメントの一体的習得

（マーケティング領域） （経営マネジメント領域）

ビジネス基礎 ビジネス・コミュニケーション

総合実践

課
題
研
究

総
合
的
分
野

実践的

探究的

商業科

改善案

14



改善案現行
・課題研究総合的科目

• 漁業

• 航海・計器

• 船舶運用

• 小型船舶

• 水産流通

海洋漁業分野 海洋工学分野

• 船用機関

• 機械設計工作

• 電気理論

• 海洋環境

• 小型船舶

データサイエンスやAIの活用、急激な産業界の変化への
対応が不足

教科の構造を明らかにし、AI・IoTを用いたスマート水産業、科学
的・分析的な視点、産業界の変化やニーズに対応

共通的科目 • 水産海洋基礎
• 水産海洋科学

• 海洋情報技術

• 総合実習

• 電気理論

• 移動体通信工学

• 海洋情報技術

• 海洋通信技術

• 資源増殖

• 海洋生物

• 海洋環境

• 小型船舶

• 水産流通

• 食品製造

• 食品管理

• 水産流通

情報通信分野 資源増殖分野 水産食品分野

専門領域別分野

水産科
15（２）の方向性＜水産＞

◼ 専門領域別分野を整理し、系統だった科目構造を明確化するとともに、産業界の変化やニーズに対応した「海洋開発」に関わる分野を新た
に設けてはどうか。

◼ 経営や６次産業化等に関する学習の充実を図るため、従来の科目を見直し新たな科目を検討してはどうか。
◼ AI・IoTを用いたスマート水産業、科学的・分析的な視点から水産を探究する、科目の再構築を検討してはどうか。
※「海洋漁業分野」、「海洋工学分野」、「情報通信分野」に関する科目は海技士養成に関する指定規則との関連に配慮する必要がある。

次ページ
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改善案 教科の構造を明らかにし、AI・IoTを用いたスマート水産業、科学的・分析的な視点、産業界の変化やニーズに対応

総
合
実
習

課
題
研
究

小
型
船
舶

海
洋
調
査
技
術

水産海洋基礎

水産科

分野共通の科目（基礎的な科目）

専門領域別分野

学
び
の
深
ま
り
・
積
み
重
ね

資源増殖分野 水産食品分野

海技士の養成・船舶の運航

海洋漁業分野 海洋工学分野 情報通信分野

維 持 ・ 管 理

産 業・ビジネス

水産ビジネス（仮称）

資源増殖

海洋環境科学（仮称）

海洋生物

食品管理

食品製造

漁業 機械設計工作

16
海技士資格に対応

海洋資源の利用

実 務 へ の 活 用

移動体通信工学

マリンスポーツ
小型船舶

航 海 士

海洋開発分野

生 産

海洋生物の理解

海洋環境の
維持

増養殖技術
の習得

製造加工技術
の習得

食の品質安
全管理

水産流通及び地域活性

船 舶 運 航

材料加工や
機器整備

情報通信機
器の扱い

海面漁業の
理解・習得 海洋土木・

アセスメント

海洋環境の
調査

ダイビング・小型
船舶・フィッシィ
ング他、海洋レ
ジャー

※課題研究・総合実習
を通じ、探究的・実践
的に学びを積み重ね深
めていく

分
野
共
通
の
科
目
（
総
合
的
な
科
目
）

船舶運用 情報通信技術船用機関

船舶機関の
扱い

船舶無線通
信の扱い

船舶の運航
や法令

航海・計器 電気理論 電気理論

船内電気設
備の管理

電気設備の
管理

計器操作や
航海航法

機 関 士 通 信 士

環境・調査

海洋産業

開 発

新しい海の活用

科目の再構築

基 礎 的 な 理 論

海洋環境科学（仮称）

海洋調査技術（仮称）

海洋開発（仮称）



改善案現行

生活産業基礎（原則履修科目）

探究的な学びの深まりが十分ではない 各科目の往還の促進、探究的な学びの深化に対応
DX機器等、デジタル学習基盤を活用した実践的学びの充実

学
び
の
深
ま
り
・
積
み
重
ね

ICT等を活用した指導内容が不足

②課題研究（原則履修科目）

ヒューマンサービス 衣・食・住

①生活産業基礎（原則履修科目）

⑤保育基礎
⑥保育実践

⑦生活と福祉

⑨服飾文化
⑩ファッション造形基礎
⑪ファッション造形
⑫ファッションデザイン
⑬服飾手芸

③生活産業情報 ④消費生活

調
理
師
養
成
に
関
す
る
科
目

（
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
活
用
し
た
実
践
的
・
体
験
的
な
学
び
）

課題研究（原則履修科目）

基礎･教養的分野

⑭フードデザイン
⑮食文化
⑯調理
⑰栄養
⑱食品
⑲食品衛生
⑳公衆衛生
㉑総合調理実習

⑧住生活デザイ
ン

共通分野 生活産業情報 消費生活※

ファッション造形基礎

食品衛生
公衆衛生

住
生
活
デ
ザ
イ
ン

保
育
実
践

生
活
と
福
祉

服飾手芸

ファッションデザイン

栄養
食品

※

更
な
る
深
い
学
び
は
福
祉
科

総合調理実習

調理

保
育
基
礎

（２）の方向性＜家庭＞

家庭科

◼原則履修科目「生活産業基礎」について、探究的な学びの一層の充実を図る観点から改善を図ってはどうか。
◼共通分野科目「消費生活」は、アントレプレナーの視点で商品やサービスの販売・企画等を学ぶ内容に変更してはどうか。
※「食分野」に関する科目は調理師養成に関する指定規則との関連、「ヒューマンサービス分野」に関する科目は福祉科との関連
に配慮する必要。

衣 食 住 HS

幼児期 高齢期

基礎知識・科学的理解（基盤）

総合的な実践と深化（集大成）

応用・統合・デザイン（実践的な適用）

大量調理や食事提供等、
食生活関連産業におけ
る応用・発展

ファッション造形

フードデザイン

食文化

服飾文化

高度な被服の構成、デ
ザインや着用目的に適
した被服材料選択

分野・領域の整理、可視化

※アントレプレナーの視点で商品やサービスの販売・企画等を学ぶ内容に変更してはどうか

17



学
び
の
深
ま
り
・
積
み
重
ね

18
分野・領域の整理、学びの関連性・可視化

多様な看護の場を意識し、看護の連続性を想定した
緩やかな科目の編成も考えられるようにしている

・各科目それぞれの学びの関連を意識できるよう
にしているが、指導内容の重複も多い
・様々な、看護の場の連続性を意識しにくい

（２）の方向性＜看護＞

看護科

◼ 教科の構造的な整理をとおして、特に母性看護、小児看護、成人看護、老年看護など専門分野の科目間における指導内容の重複を解消
する方向で整理してはどうか。

◼ 全て科目で実習と座学の往還を意識した学びが深まるよう、内容の取扱いの工夫改善を検討してはどうか。

※各科目について看護師養成に関する指定規則との関連に配慮する必要がある。

現行 改善案

専
門
分
野

専
門

基
礎
分
野

基
礎
分
野

共通教科等

●人体の構造と機能
●疾病の成り立ちと回復の促進
●健康支援と社会保障

●地域・在宅看護

●精神看護

看護の統合と実践

●
母
性
看
護

●
小
児
看
護

●
成
人
看
護

●
老
年
看
護

看護の連続性

看
護
臨
地
実
習



改善案現行

・課題研究 ・情報実習

総合的科目

• 情報システムのプログラミ
ング

• ネットワークシステム
• データベース

情報システム分野 コンテンツ分野

共通的分野

• 情報の表現と管理
• 情報テクノロジー

• 情報デザイン
• コンテンツの制作と発信
• メディアとサービス

基礎的分野

• 情報探究基礎

【情報デザインと
発信表現】
【ユーザ中心デザ
インと課題解決】
【先端メディア表
現】

専門領域別分野

情報デザイン・
社会表現分野

データ・AI活用
分野

横断的分野 ・情報創造テクノロジー

情報システム・
構築分野

• 共創メディアデ
ザイン

• 先端AIと社会実装

横断的分野 • 課題研究

全体としてデータサイエンス・AIに関連する分野が不足 データサイエンス・AIを追加、情報技術の進展に対応

19

• 情報セキュリティ
• 情報産業と社会

• 情報システム
開発

• ネットワーク
システム

• 情報セキュリ
ティ

• データサイエン
ス

• モデル化とシ
ミュレーション

• AIエンジニアリ
ング

• 生成AIリテラ
シー

• 先端情報シス
テム

• 情報デザイン
• ユーザ･エクス
ペリエンス･デ
ザイン

• メディアデザ
イン

情報科

19（２）の方向性＜情報＞

◼ デジタル技術が飛躍的に発展し、現代においてデータサイエンス・AIは欠かすことのできない分野であるが、専門教科「情報」に対応した科目が
ないため、新たな分野として「データサイエンス、AI」に関する分野を新たに設ける方向で整理することでよいか。

◼ その他、中学校における情報の取り扱いや、共通教科「情報」の改訂の方向性も踏まえた検討をしていく必要。



改善案現行

・社会福祉基礎

人間と社会分野

• 介護福祉基礎
• 生活支援技術
• 介護総合演習

介護分野

• コミュニケーション技術
• 介護過程
• 介護実習

・こころとからだの理解

こころとからだのしくみ分野

情報分野

・福祉情報

分野及び科目の再構築、探究的な学びの深化に対応

分野・領域の整理、学びの関連性・可視化

学
び
の
深
ま
り
・
積
み
重
ね

介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
実
践
的
な
学
び

多
文
化
共
生
に
お
け
る
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
育
成

（●印：介護テクノロジー ★印：多文化共生のチームマネジメント）

介護テクノロジーの活用及び多文化共生における
チームマネジメントに関する学習が十分ではない

基礎的分野

専門的分野

福祉科

20（２）の方向性＜福祉＞

◼ 専門的分野を整理し、基礎的・教養的分野及び総合的・横断的分野との体系的な関連を明確化するとともに、学びの積み重ねや深まり、
学びの関連性などの観点から分野及び科目の再構築を検討してはどうか。

◼ その際、介護福祉士の養成カリキュラムの内容を踏まえつつ、探究的な学びの深化を図る観点から実習と探究活動の往還を促進すること
ができるよう、「介護総合演習」及び「介護実習」について科目の整理、充実を図る方向で検討してはどうか。
※各科目について介護福祉士養成に関する指定規則との関連に配慮する必要がある。

探究的な学びの深まりが十分ではない

既存科目の中で、介護テクノロジーの活用及び多文
化共生におけるチームマネジメント力の育成に対応

介護総合演習 ⇔ 介護実習●★介護過程●

社会福祉基礎★ 福祉情報●★

ケア

基礎的･教養的分野 日常生活を支える福祉と情報

介護福祉基礎★

生活支援
技術●

コミュニー

ション技術
●★

こころとからだの
理解●

エビ
テンス

20



職業に関する各教科において開設される科目

教科 科目

農業
（30科目）

農業と環境，課題研究，総合実習，農業と情報，作物，野菜，果樹，草花，畜産，栽培と環境，飼育

と環境，農業経営，農業機械，植物バイオテクノロジー，食品製造，食品化学，食品微生物，食品流通，

森林科学，森林経営，林産物利用，農業土木設計，農業土木施工，水循環，造園 計画，造園施工

管理，造園植栽，測量，生物活用，地域資源活用

工業
（59科目）

工業技術基礎，課題研究，実習，製図，工業情報数理，工業材料技術，工業技術英語，工業管理

技術，工業環境技術，機械工作，機械設計，原動機，電子機械，生産技術，自動車工学，自動車

整備，船舶工学，電気回路，電気機器，電力技術，電子技術，電子回路，電子計測制御，通信技

術，プログラミング技術，ハードウェア技術，ソフトウェア技術，コンピュー タシステム技術，建築構造，建築計

画，建築構造設計，建築施工，建築法規，設備計画，空気調和設備，衛生・防災設備，測量，土木

基盤力学，土木構造設計，土木施工，社会基盤工学，工業化学，化学工学，地球環境化学，材料

製造技術，材料工学，材料加工，セラミック化学，セラミック技術，セラミック工業，繊維製品，繊維・染色

技術，染織デザイン，インテリア計画，インテリア装備，インテリアエレメント生産，デザイン実践，デザイン材料，

デザイン史

商業
（20科目）

ビジネス基礎，課題研究，総合実践，ビ ジネス・コミュニケーション，マーケティング，商品開発と流通，観光ビ

ジネス，ビジネス・マネジメント，グローバル経済，ビジネス法規，簿記，財務会計Ⅰ，財務会計Ⅱ，原価計

算，管理会計，情報処理，ソフトウェア活用，プログラミング，ネットワーク活用，ネットワーク管理

参考資料
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教科 科目

水産
（22科目）

水産海洋基礎，課題研究，総合実習，海洋情報技術，水産海洋科学，漁業，航海・ 計器，船舶運用，

船用機関，機械設計工作，電気理論，移動体通信工学，海洋通信技術，資源増殖，海洋生物，海

洋環境，小型船舶，食品製造，食品管理，水産流通，ダイビング，マリンスポーツ

家庭
（21科目）

生活産業基礎，課題研究，生活産業情報， 消費生活，保育基礎，保育実践，生活と福祉，住生活デ

ザイン，服飾文化，ファッション造形基礎，ファッション造形，ファッションデザイン，服飾手芸，フードデザイン，

食文化，調理，栄養，食品，食品衛生，公衆衛生，総合調理実習

看護
（13科目）

基礎看護，人体の構造と機能，疾病の成 り立ちと回復の促進，健康支援と社会保障制度，成人看護，

老年看護，小児看護， 母性看護，精神看護，在宅看護，看護の統合と実践，看護臨地実習，看護情

報

情報
（12科目）

情報産業と社会，課題研究，情報の表現 と管理，情報テクノロジー，情報セキュリティ，情報システムのプロ

グラミング， ネットワークシステム，データベース，情報デザイン，コンテンツの制作と発信，メ ディアとサービス，

情報実習

福祉
（9科目）

社会福祉基礎，介護福祉基礎，コミュニケーション技術，生活支援技術，介護過程，介護総合演習，介

護実習，こころとからだの理解，福祉情報

職業に関する各教科において開設される科目
参考資料
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議題（３）

専門高校における教育課程の編成の在り方
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議題（３）専門高校における教育課程の編成の在り方

①共通教科も含めたカリキュラム・マネジメントによる探究的・実践的な学びの積み重ねの在り方

⚫ 探究的・実践的な学びは、各教科等の見方・考え方を総合的に働かせることで深い学びに繋がるものであり、したがって、これらを充実させるた
めには教科等横断的な視点からのカリキュラム・マネジメントの充実が重要。

〇 高等学校学習指導要領総則
各学校においては、生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立ててい
くこと、教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこ
となどを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくことに努めるものとする。

⚫ カリキュラム・マネジメントは、「教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと」が重要である
が、専門高校においては、専門教科を中心とした教育課程が編成され、このことが教科等横断的、総合的な視点に立ったカリキュラム・マネ
ジメントや資質・能力の育成の意識を弱める原因となっていると考えられることから、今一度専門高校におけるカリキュラム・マネジメントの在り
方を検討する必要がある。

（３）の方向性
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◼ 議題（１）も踏まえ、専門高校では探究的・実践的な学び、教科等横断的な学びを実現する科目として課題研究等が位置付けられ
ているが、当該科目をカリキュラム・マネジメントの中核的な科目として位置付けてはどうか。

◼ その際、改めて、
・ 学校の教育目標や、地元産業界や地域の実態等も踏まえた目標設定や、自己の在り方生き方につながる課題を設定すること、
・ 各教科等で身に付けた資質・能力を活かしながら活動に取り組むこと、
・ 探究・研究活動に当たっては、全ての学習の基盤となる資質・能力が育まれ、活用されるようにすること、
などを科目の内容の取扱い等の配慮事項として整理してはどうか。

⚫ 産業界では、変化の激しい社会の中で、前例にとらわれず市場環境や業態変化に柔軟に応えられる産業人材の育成が求められている。
専門高校においても、こうした人材を育成するため、各学科における専門教科はもちろんのこと、当該専門教科の学びを生きて働く学びとする
ため、探究的・実践的な学びを充実させることが重要。
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